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Measurement solution on Sound Impedance Tube by Bruel & Kjar 
Katsuhiro Ohi， Seishiro Daimon， Toshikazu Satoh， Masateru Kimura 

(Matsushita Techno Trading Co.， Ltd.) 

吸遮音特性の測定に音響インピーダンス管がサンプル作成が簡便であるため良く用いられるが、近年は解析装置の進

歩により、 2(4)本のマイクロホンを使った伝達関数法による吸遮音特性の高速測定が可能となった。プリューエル&

ケア一社(以下蹴)の位船型音響インピーダンス管は国際規格に基づきスタンダードツールとして国防付広く使わ

れている。ここでは、臨のインピーダンス管で測定したデータを紹介すると共に、吸遮音特性の算出、糊全化技術と

その応用およびシミュレーション技術について紹介する。
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1.はじめに

近年、居住空間や車室内における騒音低減のため

に、吸遮音特性の優れた材料が求められ、研究開発

が活発に進められている。それには素材である「多

孔質材Jや「ゴム系遮音材Jなどの物理(音響/弾性)

特性を測定する必要がある。

本稿では、最近4206ファミリーに加わった中管や

透過損失測定オプションを実測デ}タと共に紹介す
る。また、 4206を使って測定した吸音率や透過損失 2.1随 K基本計測システム

結果と、特性インピーダンス・伝搬定数を用いて計

算した結果や、 Foam-X(Biotパラメータ同定)でシ

ミュレートした結果との比較検討も試みる。

2. B&K音響インピーダンス管

酷K社の4206型音響インピーダンス管ファミリー外

観を Fig.1に、概略仕様を table1に示す。
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Tablel田 脳 間 family0.比1註lElS!:蹴ifi但 ii，∞
型番 管径 内径阻 周波数帯域

4206 太管 100 50Hz -1600Hz 

吸音率 細管 29 500Hz-6400Hz 

4206A 中管 63.5 100Hz-3200Hz 

4206T 太管 100 50Hz -1600Hz 

透過損失 細管 29 500Hz-6400Hz 
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2.2計測ソフトウェア

. B&K: 7758 PULSE Material Testing 
・松下テクノトいヂィング畑町): MSI021 

[MSlJ但1の特国

・凪Kマルチ分析システム PULSEを使った汎用性の

あるシステムで、 Windows日本語環境で動作する0

・ISO10534-2， ASTM E 1050に準拠した(伝達関数

担当による垂直入射吸音率の測定を実施。

音響パラメータ (Zc，γ)算出オプション


